
平成３０年度予算　政策的新規・充実事業一覧

「働き方改革」
推進のための環
境整備

　文部科学省実施の教員勤務実態調査において，教員の長時
間勤務の実態が看過できない状況であることが明らかとな
り，中央教育審議会においては「学校における働き方改革に
係る緊急提言」がまとめられ，具体的対応が求められている
ところである。
　本市においても教員の長時間勤務について同様の実態があ
る中，これまでから独自予算による少人数学級の実施やス
クールカウンセラーの全校配置など人的配置の充実や校務効
率化のためのコンピュータシステム導入など事務効率化を進
めてきたが，勤務時間をより客観的に把握できるシステムの
新規導入や部活動指導員制度の導入，教員の事務的な業務を
サポートするスタッフの新規配置など人的配置を拡大するこ
となどにより，更なる「働き方改革」推進のための環境整備
を実施する。

212,900 総務部
教職員
人事課

222-3781

体育健康
教育室

708-5322

インターネット
を活用した児
童・生徒の家庭
等での学習を支
援する環境整備

　市立学校で活用可能なクラウドサーバを設置し，学校と家
庭での学習を連動させることにより，「反転学習」や「問題
解決型学習」などの家庭学習を促進し，新学習指導要領で求
められる「主体的・対話的で深い学び」を推進するととも
に，不登校児童・生徒への切れ目ない学習支援等を行うツー
ルとしても活用する。

1,800 総務部
学校事務
支援室

841-3505

指導部
学校指導課
222-3811

生徒指導課
213-5622

新学習指導要領
実施に向けた英
語教育環境の充
実

　新学習指導要領における小学校外国語活動の教科化・早期
化等による授業時数の増加や中学校・高等学校でのより高度
な実践的英語力の育成に向け，外国語指導助手（ＡＬＴ）の
計画的な配置拡大を進め，英語教育環境の充実を図る。

19,700 指導部
学校指導課
222-3808

市立高校文化部
活性化事業

　文化庁移転や東京オリンピック・パラリンピック開催を控
え，子どもたちが自国の文化を知り，発信していく力を育む
ことが一層求められる中，全市立高校生を対象に実施してい
る「『茶道』を中心としたおもてなし事業」に加え，伝統文
化をはじめとする文化部活動を重点的に支援することで，市
立高校生の文化力の一層の高まりを目指す。

2,000 指導部
学校指導課
222-3811
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京都・パリ友情
盟約締結６０周
年記念事業の実
施

　本市の初めての姉妹都市として，パリ市と友情盟約を締結
してから平成３０年度に６０周年を迎えることから，両市の
友好の機運を高め，更なる交流を促進するため，学校教育，
生涯学習両面で記念事業を実施する。

3,200 指導部
学校指導課
222-3808

生涯学習部
801-8822

障害のある児
童・生徒に対す
るきめ細やかな
教育体制の構築

　児童・生徒の障害特性に応じた適切な指導・支援の充実に
向け，障害に係る専門知識だけでなく，医療・福祉面の専門
知識も有するコーディネーターを総合支援学校に配置する。
また，総合支援学校高等部生徒の就労支援の更なる推進のた
め，就労支援コーディネーターを配置し，各関係機関と学校
との連携強化と教員の負担軽減につなげる。さらに，平成３
０年度から制度化される高校段階における「通級による指
導」を開始するため，通級指導担当教員を配置する。

40,200 指導部
総合育成
支援課

352-2285

国際博物館会議
（ＩＣＯＭ）京
都大会開催に向
けた機運づくり
推進（プレイベ
ント等の開催や
市内博物館ネッ
トワークの更な
る充実）

　平成３１年度の国際博物館会議（ＩＣＯＭ）京都大会開催
に向け，平成２９年１月に発足した「国際博物館会議（ＩＣ
ＯＭ）京都大会推進委員会」を中心としたプレイベント実施
や外国人観光客等受入環境の整備等の取組に対する支援を行
う。
　また，本市ならではの市内博物館のネットワークを更に充
実し，本市独自のプレイベント等を実施することで，ＩＣＯ
Ｍ京都大会開催に向けた機運づくりを進めるとともに，「京
都の文化の発信」のための取組を推進する。

62,500 生涯学習部
251-0420

青少年科学セン
ターへの科学地
球儀の設置

　「はばたけ未来へ！　京プラン」第２ステージの重点戦
略である「低炭素・循環型まちづくり戦略」や「京都市環境
教育・学習基本指針」に基づく取組を推進するため，本市の
科学教育の中心である青少年科学センターに地球環境を立体
的・視覚的に学ぶことができるシステム（科学地球儀）を設
置する。

15,000 青少年科学
センター
642-1601
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青少年科学セン
タープラネタリ
ウムリニューア
ル

　本市で唯一である青少年科学センターのプラネタリウムに
ついて，最新の投映機等を導入することにより，圧倒的に美
しい星空とリアルな映像空間を表現できるプラネタリウムに
リニューアルする。また，日本初の対面学習用のサブコン
ソール（第２の操作卓）を客席に新たに設置することで，観
客と対話しながら進行する子ども向け番組の充実や児童・生
徒に発問しながら進行する学習番組をさらに発展させる。

3,100 青少年科学
センター
642-1601

教　育　委　員　会　　合計 360,400 9件


